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第３回佐賀市高齢者保健福祉計画策定委員会 

議事概要 
 

○日時 

令和２年１２月２日（水）１４：００～１５：４０ 

○場所 

佐賀市役所大和支所３階第４会議室 

○出席委員（５０音順、敬称略） 

瀬戸口 義郎（会長）、石井 智俊（副会長）、有森 明子、池田 敦子、伊藤 もと子、 

内田 友子、尾池 悦子、小城原 直、坂田 周一、高森 志保、藤佐 裕史、松永 高政、 

森 久美子 

〇欠席委員（５０音順、敬称略） 

大垣内 勇、鮫島 隆晃、松本 博 

○傍聴人数 

  ０人 

〇事務局 

川副高齢福祉課長、直塚高齢福祉課参事兼地域包括支援係長、 

川﨑高齢福祉課副課長兼介護予防係長、菅長寿推進係長、柿原主査、緒方主査 

○協議事項 

（１）計画素案について 

（２）その他 

 

○協議内容 

（１）計画素案について 

（事務局） 

はじめに、本日の資料（計画素案）の修正箇所をお伝えさせて頂く。 

・32 ページ、住民主体の通いの場の設置数 目標値 420 箇所→453 箇所に変更。 

・32 ページ、住民主体の通いの場の参加人数 目標値 10,600 人→12,162 人に変更。 

・41 ページ、認知症サポーター・ステップアップ講座受講者数 令和元年度：－→10 人、

令和２年度：10 人→30 人、令和３年度：35 人→50 人に変更。 

・49 ページ、体操を主とした自主グループ数 実績 令和 2年度（見込み）：101 ヶ所→104

ヶ所に変更。 

（委員） 

・12 ページ下から 2行目のところで、「地域社会からの孤立してしまい～」内の「の」はと

っても良いのでは。 

・４ページ関連計画との連携のところで、現在、地域福祉計画・地域福祉活動計画を策定中
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であり、各関連計画の上位計画として位置付けている。この資料では上位計画の位置づけ

の記載となっていないが、いかがか。 

（事務局） 

・12 ページ下から 2行目について、「の」は削除する。 

・４ページ地域福祉計画・地域福祉活動計画について、上位計画としての位置づけとして変

更を加えたい。 

（委員） 

・27 ページ「チームオレンジコーディネーター」は、どこに何名を配置予定なのか。 

（事務局） 

・佐賀中部広域連合の介護保険事業計画にも記載予定であるが、構成市町に各１名配置、  

認知症地域支援推進員と兼務でも可としている。他の構成市町でも兼務での配置を検討

されているところが多いと思う。 

（委員） 

・具体的にはコーディネーターは何をするのか。 

（事務局） 

・チームオレンジとは、認知症サポーター養成講座受講者がさらにステップアップ講座を受

講し、認知症の人への話し方や関わり方を学び、家族の悩み等について聞き取り支援など

を行って頂き、地域の認知症の人への支援をチームで取り組んでいくもの。コーディネー

ターは、これらの取り組みを構築する役割を担っている。 

（委員） 

・誰が配置するのか。 

（事務局） 

・国からは、2025 年までに各市町に１名配置を示されているため、市が配置する。 

（委員） 

・29 ページ市民後見人育成のフォローアップの方法について、具体的に教えてほしい。 

（事務局） 

・これから具体的に検討予定だが、市民後見人として活動できるように、実践につながるよ

うな学びの機会を提供していく予定。 

（委員） 

・36 ページ、おたっしゃ本舗への相談件数は毎年増えてきている感覚がある。令和３年度

以降の数値の伸びについては計画的な見込みがあるのか。令和２年度までの地域ケア会

議についてはおたっしゃ本舗で検討しているが、令和３年度以降については 103 事例と

下方修正しているのはなぜか。 

（事務局） 

・おたっしゃ本舗では、様々な相談を受けているが、集計方法について各おたっしゃ本舗で

まちまちであったことから、件数の集計方法を統一したうえで、相談件数を改めて検討し
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たい。令和元年度の相談数が少し下がっていたので、令和２年度の見込みも不確かな部分

もある。 

・地域ケア会議については、新型コロナウイルス感染症対策もあり、全体的な開催回数も少

し抑えており、件数も下がっている状況。今後の見込みとして、佐賀中部広域連合に提出

した目標値である 103 事例としている。 

（委員） 

・45 ページ、健康づくりの推進について、佐賀県や佐賀中部広域連合での会議においても、

口腔ケアについて意見が出されていたので、口腔ケアについてもう少し書き加えた方が

よいのではないか。歯科医師会の委員もいらっしゃるので意見を頂きたい。 

（委員） 

・フレイルの意味やおたっしゃ本舗の名称について、市民向けに分かりやすく追記されたこ

とは評価できる。ただし、フレイルもあればオーラルフレイルもあり、オーラルフレイル

については計画案に触れられていない。新型コロナウイルスのため、訪問診療もできない

状況であり、オーラルケアができなければフレイルが進むことも予測される。口腔ケアに

ついても今の計画案でも示されていないため、追記をお願いしたい。 

（事務局） 

・32 ページ内の重点取り組みとして、「口腔などのフレイル予防」と記載をしており、口腔

ケアは力を入れていかないといけないという認識をもっている。また、47 ページ、セン

ター版元気アップ教室及び地域版元気アップ教室のなかで、「お口の健康」について講話

をしてもらっている。口腔ケア、オーラルフレイル予防については重要なものとしてとら

えている。 

・各事業で触れているところではあるが、まとめて記載する必要もあると考え、45 ぺージ

健康づくりの推進に記載したい。 

（委員） 

・コロナ対応としてＩＣＴ研修が増えてきた。例えばオンラインであれば東京の講義を佐賀

市で受講できる。ただし、受講する側の環境としてＷｉ-Ｆｉが整備されていないと視聴

できない。市の施設のＷｉ-Ｆｉの整備状況について把握されていれば教えてほしい。 

（事務局） 

・本庁、支所、まちなか、主要な観光施設にはＷｉ-Ｆｉを整備している。その他には佐賀

市立のすべての公民館に設置している。今年度には、老人福祉センター５か所に設置予定

であり、タブレットなどの高齢者向けの講習会も開く予定である。 

（委員） 

・認知症サポーターについて、講座を受講しても、地域でどのように活動していけばよいか

分からないという声をよく聞く。認知症カフェや、福祉施設などへつなげる動きが必要で

はと思う。ボランティアの受け入れに消極的な施設もあるとは聞くが、何かできないかと

考えている。 



4 
 

（事務局） 

・ステップアップ講座を受講した方についても「チームオレンジ」として、見守り、声かけ、

外出支援、認知症支援を行っていただく予定である。チームオレンジやそれをつなぐコー

ディネーターが地域で困っている方をつなげる動きを担う予定である。 

（委員） 

・車の運転ができない方の移動支援について、施設から車を提供してもらい、一回 200 円で

買い物支援や病院への移動を支援していると聞いた。非常によい事例と思うので、そうい

った事例を市報などで発信をしてほしい。 

（委員） 

・39 ページ、住民主体サービスへの支援について、今年度の見込み数は５団体とあるが、

現時点での支援団体について具体的に教えてほしい。 

・住民主体の組織やＮＰＯなど様々な活動を行っている団体があると思うが、市がこのよう

な支援を行っていることを知らない団体も多い。佐賀市には、各校区に「まちづくり協議

会」があるので、そこを通じて広報を行ってはどうか。令和５年度の目標値は８団体とな

っているが、もっと支援団体数を増やしていってほしい。 

（事務局） 

・現時点では３団体から申請を受けている。今後も申請を希望されている団体もあるので引

き続き広報含めて支援を行っていきたい。 

・この制度は介護保険制度を利用したものであることから、対象者として要支援者や事業対

象者を含むことが条件となる。支援の対象となるかどうかの判断については、各おたっし

ゃ本舗の生活支援コーディネーターが、地域に必要な活動かどうかを見定めて行ってい

る。コーディネーターが地域へ周知を図りながら、対象を見定めているところである。 

（委員） 

・26 ページ、佐賀市内には地域福祉の核となる「校区社会福祉協議会」がある。校区社会

福祉協議会が未設置の校区もあるが、図の中に校区社会福祉協議会を記載してほしい。 

（事務局） 

・26 ページ、下段、「自治会、ボランティアグループ、ＮＰＯ法人など」の部分に「校区社

会福祉協議会」を追記、用語集にも追記をしたい。 

 

（２）その他 

（委員） 

・医師会として、医療と介護の連携を進めている。おたっしゃ本舗がつぶさに住民の声を吸

い上げながら活動されており助かっている。今後、おたっしゃ本舗への相談数が増え、キ

ャパシティーオーバーで機能できなくなることは避けたいので、人員含めた業務内容の

整理について検討をお願いしたい。地域ごとに状況は異なると思うので、今後も医師会と

連携し、どうやったら具体的に進めていくかを考えていきたい。 
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（事務局） 

・おたっしゃ本舗職員の問題解決能力のスキルアップについてだが、特に、複合的な課題を

持っている方について必要な専門機関につなげていく対応力が必要となるので、おたっし

ゃ本舗だけで抱え込まないよう、業務量の抑制も含めて今後考えていきたい。 

（委員） 

・市の福祉まるごと相談窓口とおたっしゃ本舗との連携はどうか。 

（事務局） 

・まるごと相談窓口は佐賀市社会福祉協議会が担当しており、おたっしゃ本舗との連携を図

っている。 

 

以上 

 


